平成１５年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第５回理事会　議事録

日　時 ： ２００３年１２月１３日　１３：００～１７：３０

場　所 ： 石川県・金沢エクセルホテル東急

出席者 ： 上野（栃木）、近藤（福島）、福岡（愛知）、安田敦（北海道）、板垣（山形）

米森（石川）、相馬（静岡）、上柿（奈良）、戸梶（高知）、山下（佐賀）

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ ：堀井（富山・第13回総会富山大会実行委員長）

報　道 ： 田中（鋼構造出版）

議事録作成：上野勝弘（栃木）

（司会）　近藤副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　上野勝弘

　　　　師走に入り、お忙しい時期に次回の総会開催ブロックである北陸ブロック内の金沢での理事会に際し、全国から御出席いただき、ありがとうございます。前回の理事会は、１０月の紅葉シーズン直前の京都での開催で、現在までの今年度の活動の詳細に現状の検証をチェックすることができました。今回は特にそれを精査して歩を進める最終的な確認になるかと思います。青連協として行動元年と位置付けた年、全国統一活動として、ぜひ本日の理事会で今期の事業計画のひとつひとつも再度、一歩踏み込んだ議論をして頂き、具体的に決定し、理事の皆様に早急に全国に広めて頂きたいと思います。あらためてよろしくお願いします。

4． 前回議事録の承認

　　　　１０月１８日に京都にて開催された「第４回理事会」議事録を事前メール配信。

青連協ホームページへの掲載および全国の青年部会長にもメール配信済み。

5． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

北海道BC・・安田敦理事により報告。１２月４日に役員会と例会を札幌で開催。

             助成金事業は３月５日に“元気”がでるテーマであの“絶好調男”の中畑清氏の講演会の開催予定。異常なくらい極端に見積り件数が少ない。

東北BC・・・板垣理事より報告。１２月１６日に役員会開催予定。市況は見積もり件数、価格とも非常に厳しい。特に物件が少ない。来春までに国交省東北整備局やＪＳＣＡとの懇談会を開催予定。

関東BC・・・上野会長より報告。１２月６日に役員会が東京で開催。構造設計事務所との勉強会も群馬、栃木、新潟、茨城に続き、千葉、東京でも実施予定。鋼材の値上がり分もあり単価が上がらない。２月１４日に千葉県成田市で研修事業の開催予定。

北陸BC・・・米森理事より報告。４月の総会に向けて役員会を逐次開催。事前登録を実施中。仕事は現状はかなりある状態で逆に悩んでいる。ＪＳＣＡとの連携を強化。

中部BC・・・相馬理事より報告。２月に静岡にて“東海地震について”のテーマで助成金事業を予定。ブロック活動は停滞気味。仕事量は少なく、価格もついてこない。

近畿BC・・・上柿監事より報告。大阪が活発な活動をしている。年末年始で仕事量はあるが、単価は低迷。２月以降の物件が少ない。

中国BC・・・事前提出資料により報告。２月１３日に広島で助成金事業を開催予定。材料費高騰の価格への反映ができない。納期も間に合わない。

四国BC・・・戸梶理事より報告。１１月１５日に徳島で日建設計の津山氏の講演会を開催。助成金事業は２月２８日に徳島で開催予定。各県の活動は停滞気味。仕事量は少ない。

九州BC・・・山下理事より報告。熊本で役員会あり。２月２８日に福岡で１０周年式典。仕事も見積りも少ない。

6． 協　議

1） 第１３回通常総会＆全国会長会議（全国大会富山大会）について

北陸ブロック担当の米森理事と堀井実行委員長（富山県）より説明。

ａ）開催概要（案）

　　　２００４年４月１７日。富山県・宇奈月ニューオータニホテル。

　　　現在、協賛企業のリストアップ。総会、全国会長会議を開催する。全体テーマ（案）として「鋼構造の良質化～設計者と製作者の相互理解を求めて～」。登録料は会議費、宿泊費、懇親会、二次会、朝食を込みで、１人あたり25.000円とする。基調講演会の講師として竹中工務店の丸岡さんを講師として予定。予備登録の実施中。現在、１３７名。未提出の青年部に理事から催促する。全構協の役員には日程と出席を依頼済み。

　　　基本的な事項を再度、確認して具体的な作業に入れるようにする。

　　　（予備登録未提出）東京、茨城、新潟、静岡、京都、和歌山、長崎、

熊本、大分・・・１２月１３日現在。

現在での当日のタイムスケジュールの（案）は以下の通り。

１０：００～　第１回理事会

１３：１５～　全国会長会議（９０分）

１５：００～　第１３回通常総会（９０分）

１６：４５～　基調講演会（９０分）

１９：００～　懇親会（１２０分）

２１：００～　二次会（１２０分）

ｂ）その他

　　　・宿泊パックなどの変則申し込みへの対応を検討。登録料の軽減など。

・来賓の全構協役員は例年通りで考える。青連協OBへは案内を出す。

2） 助成金事業について

各ブロックへの助成金事業が２月に集中している。

助成金はすべてのブロックに振込み済。

現在の各ブロックでの助成金事業の予定は以下の通り。

（北海道BC）　　04/ 3/ 5    札幌　（福岡）

（東　北BC）    03/ 8/29　  福島　（上野）

（関　東BC）    04/ 2/14　  千葉  （吉岡＆山野＆上野）

（北　陸BC）    04/ 2/ 6　  富山　（上柿）

（中　部BC）    04/ 2/ 7    静岡　（山野）

（近　畿BC）　　04/ 2/21   大阪　（大井or上柿）

（中　国BC）    04/ 2/13   広島　（大井）

（四　国BC）　　04/ 2/28   徳島　（安田桃）

（九　州BC）　　04/ 2/28   福岡　（上野）

　　　　　なお、助成金事業については、青連協理事が基本的に参加させて頂く。しかし２月に集中しているので物理的に難しい部分もある。カッコ内の役員を一応の担当者とする。全国統一活動のテーマについては「設計者とのコミュニケーションつくり」で進めていく。

3） 具体的な行動について

　　　・「国交省やＪＳＣＡとの交流」について

ＪＳＣＡ新年賀詞交換会など、今後も引き続きの交流を模索していく。

・「新分野調査アンケート」の取りまとめについて

　　　年内に全構協技術委員会に追加の具体的な報告書を提出予定。

　　　理事の詳細担当割を決めて上野会長の方で取りまとめる。

4） 各グループ活動内容について

　　　　　○事業推進グループ・・・近藤副会長から説明。板垣理事から補足。

・全国統一活動について

助成金事業で全国的に動く。助成金事業内容参照。

・JSCAとの関係について

　　JSCAとの意見交換会を開催。構造設計士との交流は必要である。全国的に動くことについては肯定的である。1月２３日のＪＳＣＡ新年会（東京）への出席を検討。

・会員拡大について

近藤副会長を中心に全員で推進していく方向性を決定。さまざまな青連協の活動や会合を周知していくことが、活性化と拡大にもつながる。

　　　　　○情報ネットワークグループ

・全国のブロック会長＆都道府県会長に支給したアドレスを情報の交換ツールとしての利用方法の検討が必要。

　　　　　○総務システムグループ・・・福岡会計理事から説明。

・全国の会費の納入状況を報告。会費未納入は新潟県のみ。担当は山野監事。

　・献血事業をさらにＰＲ推進する。１月に献血強化週間を設定予定。上柿監事と山下理事にて普及推進。メールにて配信する。

5） 次期青連協役員について

　　　・各地ブロックから現状報告および進捗状況を報告した。

・次回の２月理事会にて具体的に協議する。

7． 報告・依頼・確認事項

· １２月３日に東京で全構協を中心に「全国鉄骨業不況突破大会」を開催した。

当日の風景や新聞記事などの資料を参照に近藤副会長、板垣理事から説明あり。

ＮＨＫニュースで放映されたビデオも上映。

　　・　タイのＨグレードファブである“ＭＣＳ”の企業カタログを参照に上野会長の方から画像も含めて視察報告があった。

· 鋼構造出版の田中氏より市況を交えた報告あり。

９．閉　会

※　次回理事会の開催　

「第６回理事会」２００４年２月２１日（土）１３：００～

　　　　　　　　東京都・東京鉄構工業協同組合

